生物時代について

（http://ja.wikipedia.org/wiki/　を参考）
「代」という時代区分

１０億年前～６億年前　
先カンブリア代（カンブリア紀以前の時代）

６億年前～２億年前　
古生代（古い生物の時代）

２億年前～0.6億年前
中生代（恐竜の時代）

0.6億年前～現在
新生代（ほ乳類の栄えた時代）
「紀」という時代区分

６億年前～５億年前
カンブリア紀（ここから古生代・気候が温暖化）

５億年前～4.25億年前
オルドビス紀（オールドブス？・温暖な気候が続く）

4.25億年前～４億年前
シルル紀（比較的期間が短い・やや寒冷）

４億年前～3.5億年前
デボン紀（魚類が栄えた・気温上昇）

3.5億年前～2.7億年前
石炭紀（当時の木生シダ植物が石炭に・均一な気温）

2.7億年前～2.25億年前
二畳紀（古生代最後，地層が２層分割・気温の変動種子植物誕生）

2.25億年前～1.8億年前
三畳紀（中生代最初，地層が３層分割・地殻変動で生物が死滅）

1.8億年前～1.35億年前
ジュラ紀（ドイツの山脈に由来・最も暖かい時期・恐竜の誕生）

1.35億年前～0.6億年前
白亜紀（地層の色より命名・現在の主要山脈形成）

0.６億年前～0.02億年前
第三紀（ほ乳類の時代・気候帯の発達・大草原の形成）

0.02億年前～現在
第四紀（人類の時代・4回の周期的な氷河期）

植物の時代

カンブリア紀～シルル紀
藻類の時代（水生植物の時代が続く）

デボン紀～二畳紀
シダ植物の時代（陸上植物の幕開け）

三畳紀～ジュラ紀
裸子植物の時代（胞子植物から種子植物へ）

白亜紀～第四紀
被子植物の時代（現在に近い植物が生育）

動物の時代

カンブリア紀～オルドビス紀
水生無脊椎動物の時代

シルル紀～デボン紀
魚類の時代（セキツイ動物の出現）

石炭紀～二畳紀
両生類時代（シダ植物をエサに動物が陸上進出）

三畳紀～白亜紀
ハ虫類時代（カラを持った卵とウロコでおおわれ乾燥に適応）

第三紀～第四紀
ほ乳類時代（胎生・体毛と恒温性で氷河期に適応）

